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地場産業を使用したワークショップのための企画案

◆福島県指定伝統的工芸品の１つである、二本松市の上川崎和紙を利用し、市民へワークショ

ップを開催します。行政政策学類４年宍戸が卒業研究テーマとして上川崎和紙を取り上げた

ことがきっかけです。

◆所属している辻ゼミでは「生活とアートのかかわりについて考える」ことをテーマにしてい

ることから、福島大学地域創造支援センター（CERA）所属研究会の「美術館とまちづくり

研究会」と連携し、研究会が昨年から継続している「親子でアートなワークショップ」シリ

ーズの一環に位置付け、今回の企画をたてました。

◆参加者の地場産業への興味、関心を高めるため（穴戸）、地域の伝統工芸を現代の生活に取

り込む試みとして（辻ゼミ）、その作業をアートと捉え日常生活にアートを取り込み親しむ

生活をシェアするため（美術館とまちづくり研究会）、ワークショップを通して実際に和紙

を使用した身近な生活品を作成します。

◆二本松和紙伝承館で視察・調査を行い、指導員の方からレクチャーと実技指導を受けました。

◆同じ問題関心を持ち、美術の授業に取り組んだ福島二中の木島先生が現場での指導にあたり

ます。当日は会場如春荘で、生徒さんの作品を展示します。

◇実施にあたっては、関係者各位と協議を重ね、参加者にとって最善のワークショップとなり

ますように、調整を行います。また、安全性には細心の準備と臨機応変な対応を行います。

実施日 １１月２７日 （土）１３：００～１６：００

会場 如春荘（福島大学施設の古民家 県立美術館前）

県立美術館の駐車場がご利用になれます。

テーマ ～親子でアートなワークショップ vol.3～

福島県指定伝統的工芸品二本松市上川崎和紙をアートとして生活の取り込む試み

目的 地場産業である伝統的工芸品を実際に使用し、市民が身近にある地域の地場産業につ

いていて考えながら、現代の生活の中にアートとして取り込む機会を共有する。

主催 美術館とまちづくり研究会＠福島大学 ＋ 辻ゼミ＠行政政策

� 本企画担当 宍戸＠辻ゼミ

� ワークショップ指導＋展示監修 木島＠二中

� 技術指導 遠藤＠二本松和紙伝承館
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方法

① メンバー挨拶と上川崎和紙に関しての基本的な情報の紹介。

（辻ゼミメンバーが、手元の学習資料を元に、上川崎和紙の産地や伝承館の紹介、和紙ができ

るまでに関して簡単に説明する。約１０分を確保予定。）

② 実践ワークショップ

（ランプシェードの作成・・・緑川先生のご指導、辻ゼミメンバーの協力の下、怪我のないよ

う参加者と共にランプシェードを作成していく。約２時間を確保予定。）

③ 記念撮影

（まとめとして行う。）

対象 親子もしくは、祖父、祖母と孫（対象年齢 小学校低学年から）

①事前学習

ワークショップを行う前に、

簡単に材料の説明をすること

で、参加者の和紙への関心、

興味の増加を図る。 

②ワークショップ

実際に和紙を使って身近な生活

用品を作成することから、現代

の生活用品として活用できる和

紙の使用法を改めて確認する。

③記念撮影

家族、地域とのつながりを再

確認するきっかけの思い出

として記録する。




